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会議次第 

開会 

１ 会長・副会長の選出 

１ 議事 

（１） 相模原市の概要について 

（２） 総合計画進行管理について 

（３） その他 

閉会 



審  議  経  過 

主な内容は次のとおり。 

（○委員の発言、□会長の発言、●事務局の発言） 

 開会 齋藤企画部長 

 

１ 会長・副会長の選出 

事務局より、資料１「附属機関の設置に関する条例」及び「相模原市総合計画審

議会規則」に基づき、本審議会の設置目的、任期等について説明を行った。続い

て、会長及び副会長については、規則第３条の規定に基づき、委員の互選により

選出する旨の説明が行われ、互選により会長に総合政策プランナーの吉田民雄委

員、副会長に相模女子大学教授の金森剛委員が選出された。 

 

２ 議事 

吉田会長の進行により議事に入った。 

 

（１）相模原市の概要について 

 

 □ 議事（１）「相模原の概要について」事務局から説明願いたい。 

 

   事務局より資料２「相模原市の概要について」の説明が行われたのち、質疑に

入った。 

 

□ 議事（１）について、質問、意見をいただきたい。 

 

質疑・意見なし。 

 

（２）総合計画進行管理について 

 

□ 議事（２）「総合計画進行管理について」事務局から説明願いたい。 

 

事務局より資料３「新・相模原市の進行管理について」の説明が行われたのち、

質疑に入った。 

 

□ 議事（２）について、質問、意見をいただきたい。 

 



○ 資料３（オ）で、実績の評価に対し市民アンケートを使用するとあるが、この

規模等について伺う。 

 

● 市民アンケートは、２０歳以上の市民を対象に３,０００人を無作為抽出して

毎年行っているものである。現在、アンケート調査の結果を取りまとめている

ところであり、この結果を成果指標の測定結果として使用し、施策評価をして

いる。 

 

○ 質問項目はどのくらいあるのか。 

 

● ５０以上ある。 

 

□ 主要な設問としてどのようなものがあるのか。 

 

● 例えば、「新・相模原市総合計画」の４３ページの下にある成果指標の 

「【指標１】地域で、住民が支えあっていると感じる市民の割合」が分かるよう

な内容の設問となっている。 

 

□ 全てがアンケートの数値を使っているわけではないが、「新・相模原市総合計

画」の２３１ページの成果指標一覧において、出典が「市民アンケート」とな

っているものが、アンケートの数値を使用しているものである。 

 

● 全９２指標のうち、３５指標が市民アンケートに基づく成果指標である。 

 

□ 資料３に関連して、部会のメンバー構成を決定する必要がある。事務局で案は

あるか。 

 

  事務局から資料「部会構成員（案）」を配布 

 

□ 提案についていかがか。 

 

 ○ 異議なし 

 

（３）その他 

 

□ 議事（３）「その他」について事務局から説明願いたい。 



 

事務局より資料４「まち・ひと・しごと創生に係る地方版総合戦略の策定の考

え方について」の説明が行われたのち、質疑に入った。 

 

□ 地方創生に関しては、本審議会で素案についての意見を出すことになってい

る。今の説明について何か意見があればお願いする。 

 

○ 推計から判明した課題として、「大学生世代の転入超過」と「大学卒業ととも

に転出」という部分が非常に特徴的だと思う。さまざまな年代から意見を聴取

すると思うが、大学生世代については、ひとつの塊としてアンケートをとるこ

とができれば、若者にとって何が魅力的なのか分析できるのではないか。 

 

□ アンケートの実施やニーズの把握は有用である。何か考えはあるのか。 

 

● 総合戦略は、さまざまな意見を聞きながら策定を進めていきたいと考えてお

り、若者の考え方は大変に重要であることから、若い世代の考え方を取り入れ

ながらまとめていきたいと思う。 

 

○ 転出入先など、アンケートを行う前提としてどのようなデータを把握している

のか。 

 

● 人口構成の変化や転出入先など、さまざまなデータを示しながら議論いただき

たいと考えている。また、結婚、出産、子育てに関する国民意識などの国のデ

ータも提供していく。 

 

□ これまで学生を政策の対象として捉えていなかったが、これからは、大学をま

ちづくりの基本的な資源として見ていく必要があると思う。相模原の特徴であ

る大学の多さを資源として捉えるのであれば、若い世代の活力をどのようにま

ちづくりに活用するのかなど、相模原市にアイデンティティを持ってもらうた

めの仕掛け作りを考える必要があると思う。 

 

○ 住宅購入世代はどこへ転出していくのか。 

 

● 以前よりも地価が下落しているため、東京２３区を中心に、都心回帰が進んで

いる。 

 



□ 将来を見定め、相模原市にとって何が資源になるのかを踏まえ、特徴のある総

合戦略を策定していただきたい。 

 

他に質問等は無いか。無ければ、本日の議事は終了とする。 

   

閉会 齋藤企画部長 

 

以 上 
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